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か
つ
て
、
海
南
市
日
方
の
日
方
駅
か
ら
旧

野
上
町
（
現
紀
美
野
町
）
下
佐
々
の
登
山
口
駅

ま
で
の
一
一
・
四
㎞
間
を
運
行
し
た
「
野
上
電

鉄
」「
野の

鉄て
つ

」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
鉄
道
（
以
下

「
野
鉄
」）
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
お
乗
り
に

な
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、

な
く
な
っ
て
既
に
三
〇
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。

　
野
鉄
は
、
開
業
時
の
社
名
を
野
上
軽け

い
べ
ん便

鉄
道

株
式
会
社
と
言
い
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

二
月
四
日
か
ら
日
方
駅
～
野
上
駅
（
の
ち
紀
伊

野
上
駅
。
現
紀
美
野
町
小し

ょ
う

畑ば
た

）
間
で
運
転
を
開

始
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
生お

石い
し

口
（
の

ち
の
登
山
口
）
駅
ま
で
延
長
し
、
同
年
野
上
電

気
鉄
道
株
式
会
社
と
社
名
変
更
し
て
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
七
八
年

間
運
行
し
ま
し
た
。

　
今
号
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
文
書
館
資
料

を
通
し
て
野
鉄
と
沿
線
地
域
の
鉄
道
を
め
ぐ
る

歴
史
を
見
て
い
き
ま
す
。

幻
の
前
史
①

紀
陽
興
行
鉄
道
株
式
会
社
発
起
認
可
願

　
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
九
月
九
日

　
野
上
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
の
敷
設
申
請
よ
り

も
一
五
年
前
、
野
鉄
沿
線
地
域
に
鉄
道
を
敷
設

す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
（
『
和
歌
山
県
史
近

現
代
史
料
四
』
九
〇
九
～
九
一
〇
頁
）
。

　
発
起
人
の
筆
頭
者
は
、
元
県
会
議
員
で
、
和

歌
山
煉
瓦
会
社
社
長
を
勤
め
る
な
ど
実
業
家
で

も
あ
っ
た
田
淵
知
秋
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
は
「
そ
の
必
要
な
し
」
と

い
う
こ
と
で
、
国
か
ら
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
明
治
二
十
七
・
二
十
八
年
の
日
清
戦

争
を
受
け
て
、
国
は
軍
事
輸
送
の
た
め
の
鉄
道

の
重
要
性
を
認
識
し
て
私
鉄
の
建
設
を
推
進
す

る
方
針
を
採
り
、
そ
れ
に
乗
じ
て
全
国
で
鉄
道

申
請
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
流
行
に
乗
じ
た
投
機
的
な
計
画

や
採
算
的
に
無
謀
な
計
画
も
多
く
、
申
請
も
多

か
っ
た
が
却
下
も
ま
た
大
変
多
か
っ
た
の
で
し

た
。
和
歌
山
県
内
で
も
、
明
治
二
十
八
年
十
二

月
か
ら
翌
二
十
九
年
十
月
に
か
け
て
一
〇
件
も

の
鉄
道
敷
設
が
申
請
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
件
を

含
め
て
七
件
が
却
下
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幻
の
前
史
②

【
新
発
見
！
】
軽
便
軌
道
敷
設
特
許
願

　
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
一
日

　
こ
れ
ま
で
本
紙
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
き

た
現
和
歌
山
市
園
部
の
旧
家
の
古
文
書
『
園
部

家
文
書
』
か
ら
、
野
鉄
以
前
に
幻
の
鉄
道
敷
設

計
画
が
も
う
一
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
上
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
る
申
請
の
一

年
前
、
野
鉄
沿
線
と
は
遠
い
海
草
郡
有い

さ
お功
村
大

字
園
部
の
県
会
議
員
園
部
雄
次
郎
ら
が
「
軽
便

軌
道
敷
設
特
許
願
」
と
い
う
文
書
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
「
軽
便
鉄●

道
」
で
は
な
く
「
軽
便
軌●

道
」
で
す
。

　
こ
こ
で
の
「
軌
道
」
と
は
、
道
路
に
敷
設
さ

れ
た
軌
条
（
レ
ー
ル
）
及
び
そ
の
上
を
走
行
す

る
車
両
等
か
ら
成
る
運
送
施
設
の
こ
と
で
、
い

わ
ゆ
る
路
面
電
車
（
市
電
）
や
馬
車
鉄
道
な
ど

の
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り
、
園
部
ら
は
、
こ
の
地
域
に
路
面
電

車
又
は
汽
車
を
走
ら
せ
よ
う
と
計
画
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
面
電
車
と
い
う
こ
と
は
道
路
上
を

走
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
道
と
は
、
当
時
の

日
方
街
道
（
日
方
往
来
）
を
想
定
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
軽
便
軌
道
敷
設
特
許
願

今
般
、
我わ

れ
等ら

発
起
ト
ナ
リ
、
和
歌
山
県
海

草
郡
日
方
町
字あ

ざ
出
口
ヲ
起
点
ト
シ
、
同
郡

大
野
村
・
同
郡
巽
村
・
那
賀
郡
中
野
上
村

ヲ
経
テ
同
郡
東
野
上
村
大
字
小
畑
字
馬
場

東
ニ
至
ル
六
哩マ

イ
ル

十
五
鎖チ
ェ
ー
ン

（
約
九
九
五
六

ｍ
）
間
ニ
軽
便
軌
道
ヲ
敷
設
シ
、
一
般
旅

客
・
貨
物
ノ
運
搬
ヲ
営
ミ
度た
く

候
、
抑そ

も
そ

モ
東

野
上
村
ハ
、
那
賀
郡
南
部
並な

ら
び

ニ
有
田
郡
東

北
部
ノ
林
農
産
ノ
集
散
地
ニ
シ
テ
、
是こ

レ

等ら

ノ
物
産
ハ
海
草
郡
日
方
町
ヲ
経
テ
各
地

ニ
輸
送
ス
ル
モ
ノ
ニ
之こ

レ
有
リ
、
其そ

の
産
額

一
カ
年
数
十
万
円
ヲ
下く

だ

ラ
ズ
、
加し

か
の
み
な之

ラ

ズ
、
野
上
地
方
ノ
日
用
品
ハ
総す

べ
テ
日
方
町

ニ
是こ

れ
ヲ
仰
ギ
、
従し

た
が
っ

テ
人
馬
ノ
交
通
頻
繁
ナ

リ
、
然し

か

ル
ニ
同
地
方
ハ
従
来
不
便
ニ
シ

テ
、
物
産
ノ
輸
送
ハ
人
力
ニ
依よ

ル
ノ
外
途み

ち

ナ
キ
ヲ
以も

っ

テ
、
茲こ

こ

ニ
軽
便
軌
道
ヲ
敷
設

シ
、
沿
道
多
年
ノ
宿
望
ナ
ル
公
衆
運
輸
ノ

便
ヲ
開
キ
、
同
地
方
ノ
発
展
ヲ
計
画
致い

た
し
た
く度

候
ニ
付つ

き
、
宜よ

ろ
敷し

く
御
詮
議
ノ
上
、
軽
便
軌
道

敷
設
ノ
儀
御
許
可
相あ

い
成な

り
た
し度

、
尤も

っ
と

モ
、
道
路

ヲ
拡
張
シ
タ
ル
敷
地
ノ
儀
ハ
上
地
致い

た
ス
ベ

ク
候
、
因よ

っ
テ
此こ

の
段
奉ね

が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り

願
上
候
也な

り

　
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
一
日

　
和
歌
山
県
海
草
郡
有
功
村
大
字
園
部
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
部
雄
次
郎
㊞

　
　
同
県
和
歌
山
市
三
番
町
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
藤
麿
㊞

　
　
同
県
海
草
郡
三さ

ん
田た

村
大
字
田
尻
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
尻
林
之
助
㊞

　
　
同
県
那
賀
郡
東
野
上
村
大
字
動と

ど
ろ
き木

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
利
平
印

　
　
同
県
那
賀
郡
東
野
上
村
大
字
動
木
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村　
博
印　

　
　
同
県
海
草
郡
直の

う
が
わ川
村
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
彦
夫
㊞

　
　
同
県
和
歌
山
市
米
屋
町
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
義
知
印　

　
内
閣
総
理
大
臣
侯
爵
桂
太
郎
殿

　
内
務
大
臣
男
爵
平
田
東
助
殿

文
書
館
資
料
か
ら
見
る
野
上
鉄
道
史
（
一
）

幻
の
前
史―

新
発
見
文
書
か
ら
見
え
る
「
海
草
閥
」
の
胎
動―
文
書
館
資
料
か
ら
見
る
野
上
鉄
道
史
（
一
）

幻
の
前
史―

新
発
見
文
書
か
ら
見
え
る
「
海
草
閥
」
の
胎
動―

軽便軌道敷設特許願（『園部家文書』ス‐20）
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発
起
人
の
う
ち
、園
部
雄
次
郎
・
津
田
藤
麿
・

田
尻
林
之
助
は
県
会
議
員
、小
西
彦
夫
は
海
草
郡

会
議
員
・
直
川
村
長
で
、沿
線
予
定
地
域
の
住
民

は
東
野
上
村
動
木（
現
紀
美
野
町
動
木
）の
中
尾

利
平
・
吉
村
博
の
二
人
だ
け
で
し
た
。

　
こ
の
特
許
願
の
添
付
書
類
も
読
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
副
願
書

別
紙
軽
便
軌
道
敷
設
特
許
願ね

が
い
い
で出

候
処と

こ
ろ

、
右

ニ
添
付
ス
ル
左
記
書
類
ハ
目
下
清
記
中
ニ

候
間あ

い
だ

、
不ふ

日じ
つ

進
達
可つ
か
ま
つ
る
べ
く仕
候
、
此こ
の

段
副
願

仕
つ
か
ま
つ
り

候
也な
り

　
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
一
日

　
　
　
（
発
起
人
七
名
住
所
・
氏
名
略
）

　
　
　
　
記　
　
　
　
　
　
　

一
起
業
目
論
見
書

一
工
事
方
法
概
要
書

一
工
事
概
算
書

一
収
支
概
算
書

一
収
入
計
算
明
細
表

一
図
面

右
　
和
歌
山
県
知
事
川
上
親
晴
殿

　
特
許
願
に
添
付
す
べ
き
起
業
目
論
見
書
ほ
か

五
種
類
の
書
類
に
つ
い
て
は
清
書
中
な
の
で
近

日
中
に
進
達
し
ま
す
、
と
い
う
の
で
す
。
と
て

も
焦
っ
て
作
成
さ
れ
、
添
付
資
料
が
完
成
し
な

い
う
ち
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
願
書
は
県
を
経
由
し
て
国
に
提
出

さ
れ
る
は
ず
で
す
が
、
こ
の
時
期
の
国
・
県
の

当
該
事
務
に
関
す
る
公
文
書
は
現
存
し
て
お
ら

ず
、
特
許
願
が
実
際
に
提
出
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
時
点

で
確
実
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

軽
便
軌
道
敷
設
計
画
の
意
味

　
な
ぜ
、
園
部
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
焦
っ
て
軽

便
軌
道
の
敷
設
を
願
い
出
よ
う
と
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　
特
許
願
が
作
成
さ
れ
た
明
治
四
十
三
年
二
月

は
、
の
ち
に
野
鉄
が
免
許
さ
れ
る
根
拠
と
な
る

「
軽
便
鉄
道
法
」
の
法
案
が
、
国
会
（
帝
国
議

会
）
に
提
出
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

　
園
部
ら
特
許
願
の
発
起
人
は
、
県
会
議
員
た

ち
で
す
。
こ
の
動
き
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
軽
便
鉄
道
法
の
成
立
と
、
同

法
成
立
後
の
「
鉄
道
敷
設
ブ
ー
ム
」
の
到
来
を

見
越
し
て
、
他
に
先
ん
じ
て
既
存
の
法
律
に
基

づ
き
こ
の
地
域
に
お
け
る
鉄
道
路
線
の
敷
設
計

画
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
特
許
願
発
起
人
の
県
会
議
員
園
部
雄
次
郎
・

津
田
藤
麿
・
田
尻
林
之
助
は
、
遅
く
と
も
こ
の

五
年
後
く
ら
い
か
ら
「
海
草
閥
」
と
呼
ば
れ
る

政
治
家
の
派
閥
に
属
し
た
人
達
で
す
。

　

海
草
閥
は
、大
正
期
に
県
政
を
良
く
言
え
ば

主
導
、悪
く
言
え
ば
牛
耳
っ
た
派
閥
で
、文
字
ど

お
り
現
在
の
和
歌
山
市
域
を
含
む
当
時
の
海
草

郡
の
政
治
家
を
核
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

　
大
ボ
ス
は
、
陸
奥
宗
光
の
い
と
こ
で
、
国
会

議
員
や
京
阪
電
鉄
社
長
を
勤
め
た
岡
崎
邦
輔
で

し
た
。
県
議
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
格
は
、
同
郷

で
県
会
議
長
を
務
め
た
垣
内
太
郎
か
ら
明
治

四
十
四
年
に
地
盤
を
引
き
継
ぎ
、
長
く
県
会
議

長
を
務
め
た
の
ち
に
国
会
議
員
に
ま
で
な
る
、

海
草
郡
木
本
村
（
現
和
歌
山
市
木
ノ
本
）
の
県

会
議
員
木き

本も
と

主し
ゅ
い
ち
ろ
う

一
郎
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
木
本
に
県
会
議
員
を
引
き
継
い
だ

垣
内
太
郎
は
、
野
鉄
と
同
時
期
に
で
き
た
加か

だ太

軽
便
鉄
道
（
現
南
海
加
太
線
）
と
山さ

ん
ど
う東

軽
便
鉄

道
（
現
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
）
の
社
長
を
勤

め
て
い
ま
す
（
本
紙
第
三
二
号
参
照
）
。

　
加
太
軽
便
鉄
道
は
、
当
初
「
軽
便
軌●

道
」
敷

設
と
し
て
願
い
出
て
い
た
も
の
を
、
の
ち
に
軽

便
鉄
道
法
に
基
づ
く
「
軽
便
鉄●

道
」
の
敷
設
願

へ
と
変
更
し
て
い
ま
す
（
『
和
歌
山
県
史
近
現

代
史
料
四
』
九
四
五
～
九
四
六
頁
）
。
こ
れ
と

同
じ
や
り
方
で
、
園
部
ら
も
野
鉄
沿
線
地
域
に

鉄
道
敷
設
の
ツ
バ
を
付
け
て
お
こ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
海
草
閥
は
、
勢
力
拡
大
・
維
持
の
方
策
と
し

て
鉄
道
事
業
に
絡
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
は
、
ま
だ
「
海
草
閥
」
と
い

う
言
葉
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
特

許
願
の
発
見
に
よ
り
、
海
草
閥
関
係
者
が
県
内

三
か
所
で
同
時
に
鉄
道
敷
設
を
計
画
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
既
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活

動
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
こ
の

動
き
は
、
海
草
閥
の
胎
動
又
は
始
動
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
園
部
ら
の
計
画
は
、
加
太
軽
便
鉄

道
や
山
東
軽
便
鉄
道
の
よ
う
に
実
現
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
の

課
題
で
す
が
、
野
鉄
沿
線
地
域
に
お
い
て
は
、

海
草
閥
の
企
み
は
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
、
今
回
は
、
実
現
し
な
か
っ
た
野
鉄
の

「
前
史
」
を
御
紹
介
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
、

実
在
し
た
野
鉄
の
歴
史
を
文
書
館
所
蔵
資
料
か

ら
見
て
い
き
ま
す
。

（
藤　
隆
宏
）

副願書（『園部家文書』チー123）

園部雄次郎津田藤麿田尻林之助
（『和歌山県議会歴代議員名鑑』から転載）
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本
紙
六
八
号
で
は
、
令
和
六
年
に
当
館
に
寄

贈
さ
れ
た
小
出
家
文
書
を
ご
紹
介
し
、
来
歴
等

に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。
小
出
家
は
戦
国
時
代

は
武
田
家
ら
に
仕
え
、
江
戸
時
代
に
は
紀
州
藩

付つ
け

家が

老ろ
う

安
藤
家
の
家
臣
で
し
た
。
伝
来
し
た
文

書
に
は
武
田
家
発
給
と
す
る
感
状
や
安
藤
家
家

臣
時
代
の
経
歴
書
、
近
代
の
小
出
家
文
書
の
調

査
に
関
す
る
文
書
等
が
あ
り
ま
す
が
、
幕
末
の

出
来
事
を
記
し
た
紀
州
藩
士
落
合
粂く

め
す
け輔

の
記
録

（
以
下
、
「
記
録
」
）
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
落
合
粂
輔
の
記
録
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
紀
州
藩
士
落
合
粂
輔

　
当
館
所
蔵『
紀
州
家
中
系
譜
並な

ら
び

に
親
類
書
書
上

げ
』に
粂
輔
が
紀
州
藩
に
提
出
し
た
「
系
譜
」（
資

料
番
号
三
三
四
〇
）が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
粂
輔
家
の
初
代
重
成
が
紀
州
藩
初
代
藩

主
頼
宣
に
召
し
出
さ
れ
て
以
降
、
こ
の
家
系
は

落
合
家
分
家
と
し
て
存
続
し
、
十
一
代
目
を
継

い
だ
の
が
粂
輔
で
す
。

　
「
系
譜
」
及
び
「
記
録
」
に
よ
る
と
、
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
、
こ
の
時
一
六
歳
の

粂
輔
が
兄
の
養
子
と
し
て
跡
目
を
継
ぐ
こ
と
と

な
り
、
十
二
月
に
相
続
し
て
知
行
百
五
十
石
と

な
り
、
大
御
番
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
系
譜
」
に
は
家
督
相
続
に
関
す
る
こ
と
以

外
の
動
向
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
ご

紹
介
す
る
「
記
録
」
は
、
家
督
相
続
後
の
嘉
永

四
年
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
の
間

の
粂
輔
の
役
職
や
動
向
が
簡
潔
に
書
き
留
め
ら

れ
て
い
る
勤つ

と
め

書が
き

形
式
で
粂
輔
が
紀
州
藩
主
茂も

ち
つ
ぐ承

に
付
き
従
っ
て
、
和
歌
山
や
大
坂
を
中
心
に
、

東
は
江
戸
、
西
は
広
島
と
文
字
通
り
東
奔
西
走

し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、

「
記
録
」
か
ら
、
長
州
征
討
の
時
期
を
中
心
に

粂
輔
の
動
向
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
資
料
本
文
は
年
月
日
の
ほ
か
時
刻
を

明
記
し
て
い
た
り
、
職
務
の
予
定
な
ど
も
書
き

留
め
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
「
月
日
不し

ら
ず知

」
、

「
日
不
知
」
と
い
っ
た
記
載
も
あ
り
、
後
年
に

書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
落
合
粂
輔
に
関

す
る
資
料
が
小
出
家
の
家
伝
文
書
に
伝
わ
っ
た

背
景
は
、
両
家
の
関
係
も
含
め
判
明
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
藩
主
の
御
供
を
務
め
る

　

家
を
継
い
だ
粂
輔
は
一
九
歳
の
時
、
大
き

な
事
件
に
遭
遇
し
ま
す
。
そ
れ
は
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
の
出

現
で
、
粂
輔
は
海
岸
警
備
に
動
員
さ
れ
ま
し

た
。
紀
州
藩
を
騒
が
せ
た
こ
の
事
件
を
皮
切
り

に
、
こ
の
の
ち
粂
輔
は
否
応
な
く
幕
末
の
動
乱

に
身
を
置
い
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
異
国
船
騒
ぎ
か
ら
九
年
が
経
っ
た
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
八
月
、
御
供
番
を
勤
め
て
い
た

粂
輔
に
新
た
な
役
目
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
紀
州
藩
第
十
四
代
藩
主
茂
承
が
上
京
す
る
た

め
、
そ
の
御
警
衛
御
供
を
務
め
る
も
の
で
し

た
。
翌
文
久
四
年
（
元
治
元
年
・
一
八
六
四
）

正
月
の
茂
承
上
京
時
に
も
御
警
衛
御
供
を
勤

め
、
紀
州
藩
の
大
坂
幸さ

い
わ
い
ば
し橋

屋
敷
の
御
留
主
居
物

頭
格
奥
詰
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
茂
承
は
た
び
た
び
大
坂
や
京
都
、
江
戸
な

ど
に
赴
い
て
お
り
、
そ
の
御
供
警
衛
を
命
じ
ら

れ
た
粂
輔
も
そ
れ
に
付
き
従
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
一
度
目
の
長
州
征
討

　
　

�

六
月
三
日
、
百
日
間
の
休
暇
の
た
め
大
坂

か
ら
和
歌
山
に
戻
っ
た
。

　
　

�

九
月
十
八
日
、
百
日
間
の
休
暇
を
終
え
た

の
で
、
勤
番
交
代
の
た
め
大
坂
へ
参
上
す

る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

　
　

�

九
月
十
九
日
、
大
坂
に
到
着
し
た
。

二
十
三
日
、
藩
主
が
御
帰
国
な
さ
れ
る
と

仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
御
供
を
勤
め

る
。
二
十
四
日
、
藩
主
は
和
歌
山
城
に
御

着
座
な
さ
れ
た
。

　
　

�

十
一
月
三
日
、
こ
の
た
び
の
御
出
陣
で
は

御
本
陣
勤
め
を
す
る
よ
う
、
軍
事
奉
行
か

ら
命
が
あ
っ
た
。

　
右
は
「
記
録
」
の
本
文
を
抜
粋
し
、
現
代
語

で
意
訳
し
た
も
の
で
す
（
以
下
、
同
じ
）
。
元

治
元
年
六
月
、
大
坂
勤
番
中
、
百
日
間
の
休
暇

を
与
え
ら
れ
て
和
歌
山
に
帰
り
、
休
暇
を
終
え

て
再
び
大
坂
に
出
て
き
た
ば
か
り
の
粂
輔
に
命

じ
ら
れ
た
役
目
は
、
茂
承
帰
国
の
御
供
で
し

た
。

　
粂
輔
が
和
歌
山
に
い
る
間
、
京
都
で
は
長
州

藩
と
会
津
・
薩
摩
藩
ら
と
の
武
力
衝
突
（
禁
門

の
変
）
が
発
生
し
た
の
で
す
。
長
州
勢
は
敗
北

し
、
朝
廷
は
長
州
征
討
を
命
じ
ま
し
た
。
最
終

的
に
紀
州
藩
も
征
討
に
加
わ
り
、
そ
の
準
備
の

た
め
茂
承
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
、
粂
輔
も

す
ぐ
に
和
歌
山
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
茂
承
出
陣
に
従
っ
て
本
陣
勤
め
を

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
今
回

の
征
討
は
茂
承
出
陣
以
前
に
終
わ
っ
た
た
め
、

粂
輔
が
長
州
に
赴
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

■
二
度
目
の
長
州
征
討
に
む
け
て
大
坂
へ

　
　

�

正
月
二
十
二
日
、
藩
主
が
江
戸
に
参
ら
れ

る
旨
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
御
用
人
か
ら
一

年
間
の
江
戸
詰
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。

　

年
が
明
け
て
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
・

一
八
六
五
）
正
月
、
茂
承
が
江
戸
に
参
上
す
る

こ
と
と
な
り
、
粂
輔
は
一
年
間
の
江
戸
詰
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
翌
月
二
十
二
日
に

茂
承
一
行
は
和
歌
山
を
出
発
し
、
途
中
京
都
で

御
所
に
参
内
し
、
三
月
十
一
日
に
江
戸
の
赤
坂

藩
邸
に
到
着
し
ま
す
。

　
　

�

五
月
二
十
五
日
、
こ
の
た
び
将
軍
が
長
州

へ
御
出
陣
な
さ
れ
る
の
で
、
藩
主
は
そ
の

総
督
を
命
じ
ら
れ
、
翌
閏う

る
う

五
月
三
日
に
江

戸
を
出
発
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

　
　

�

四
日
に
品
川
か
ら
御
乗
船
さ
れ
す
ぐ
に
出

帆
し
、
和
歌
浦
に
上
陸
さ
れ
、
一
、
二
日

の
間
に
城
に
戻
ら
れ
た
あ
と
、
陸
路
で
御

出
陣
さ
れ
る
旨
、
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
仲
間
一
統
も
御
座
船
に
乗
り
込
ん
で

御
供
を
す
る
よ
う
、
ま
た
、
荷
物
も
残
ら

ず
積
み
込
む
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

　
二
回
目
の
長
州
征
討
に
向
け
て
江
戸
幕
府
将

軍
家
茂
が
上
洛
す
る
こ
と
と
な
り
、
江
戸
に
い

た
茂
承
に
は
長
州
征
討
の
御
先
手
総
督
が
命
じ

ら
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。
一
日
延
引
し
て
、
茂

承
は
閏
五
月
四
日
に
江
戸
を
出
立
し
、
和
歌
山

に
帰
国
し
て
出
陣
の
準
備
を
整
え
る
こ
と
と
な

藩
主
に
従
っ
て
東
奔
西
走
す
る
御
供
番

―

紀
州
藩
士
落
合
粂
輔
の
幕
末
の
記
録
か
ら―
藩
主
に
従
っ
て
東
奔
西
走
す
る
御
供
番

―

紀
州
藩
士
落
合
粂
輔
の
幕
末
の
記
録
か
ら―
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り
ま
す
。
行
き
は
陸
路
で
し
た
が
、
帰
り
は
急

ぎ
で
航
路
を
使
う
た
め
、
粂
輔
ら
も
乗
船
が
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

�

七
月
二
十
八
日
、
大
坂
講
武
所
に
て
将
軍

に
よ
る
押お

し
ま
え前

調
練
御
上
覧
の
こ
と
が
仰
せ

ら
れ
た
た
め
、
同
日
暁
七
つ
時
に
御
供
揃

を
行
う
と
仰
せ
が
あ
っ
た
。
幸
橋
紀
州
藩

屋
敷
か
ら
、
押
前
で
大
坂
講
武
所
ま
で
進

む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

�

上
覧
な
さ
れ
た
押
前
と
銃
隊
調
練
に
加
わ

っ
た
の
で
、
公
儀
か
ら
脇
差
・
下
緒
・
扇

子
を
賜
っ
た
。

　
江
戸
か
ら
和
歌
山
に
戻
っ
た
茂
承
は
、
そ
の

月
の
間
に
今
度
は
大
坂
に
軍
を
進
め
、
し
ば
ら

く
滞
陣
し
ま
す
。
そ
の
間
、
紀
州
藩
は
た
び
た

び
軍
事
調
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
右
の
資
料
に
み
え
る
大
坂
講
武
所
と
は
、
大

坂
城
の
南
に
設
置
さ
れ
た
玉
造
講
武
所
の
こ
と

で
、
家
茂
の
出
御
の
も
と
剣
術
・
槍
術
・
砲
術

の
訓
練
が
行
わ
れ
た
場
所
で
し
た
。

　
七
月
、
家
茂
が
上
覧
す
る
調
練
に
紀
州
藩
が

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
紀
州
藩
勢
は
ま
だ
夜

も
明
け
る
か
明
け
な
い
か
の
時
間
に
、
幸
橋
の

紀
州
藩
屋
敷
か
ら
講
武
所
ま
で
「
押
前
」
（
進

軍
・
行
軍
）
を
行
い
ま
し
た
。
翌
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
三
月
に
は
打だ

毬き
ゅ
う

場
で
馬
術
御
覧

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
紀
州
藩
は
大
坂
滞
陣
中
、
学
問
の
奨

励
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�
四
月
八
日
、
今
は
と
り
わ
け
学
問
御
用
立

て
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
た
び
南
堀
江
五
丁

目
の
西
照
寺
境
内
に
学
問
所
を
設
け
て
儒

者
を
詰
め
さ
せ
る
。
御
供
の
面
々
で
有
志

の
者
は
毎
日
来
て
研
究
す
る
こ
と
（
来
た

る
十
三
日
に
開
校
予
定
で
あ
る
）
。

　
幸
橋
の
紀
州
藩
屋
敷
か
ら
ほ
ど
近
い
南
堀
江

に
あ
る
西
本
願
寺
末
寺
西
照
寺
の
境
内
に
学
問

所
を
建
設
し
、
志
あ
る
御
供
の
者
た
ち
に
儒
学

を
学
ば
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
当
時
紀
州
藩
で
は
家
臣
に
対
し
て
文
武
奨
励

を
行
っ
て
お
り
、
和
歌
山
城
下
に
も
文
武
場
が

設
け
ら
れ
、
武
術
と
学
問
の
修
行
が
盛
ん
で
し

た
。
御
供
番
を
対
象
と
し
た
西
照
寺
の
学
問
所

設
置
計
画
も
こ
の
政
策
の
一
環
と
い
え
ま
す
。

■
安
芸
国
広
島
に
出
陣

　
慶
応
元
年
閏
五
月
に
紀
州
藩
の
軍
勢
が
大
坂

に
到
着
し
て
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
た
慶
応
二

年
六
月
、
大
坂
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
茂
承
は
よ

う
や
く
長
州
征
伐
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。

　
　

�

六
月
三
日
、
幸
橋
の
御
屋
敷
か
ら
小
早
船

に
乗
船
さ
れ
、
木
津
川
で
明
光
丸
に
お
乗

り
に
な
ら
れ
、
五
日
、
安
芸
国
広
島
丸
之

内
に
御
着
座
な
さ
れ
た
。

　
　

�

六
日
か
ら
御
本
陣
の
庭
先
に
屯
所
が
設
け

ら
れ
、
昼
夜
詰
め
の
御
警
衛
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
幸
橋
の
屋
敷
か
ら
小
早
船
を
使
っ
て
木
津
川

を
下
り
、
明
光
丸
に
乗
船
し
ま
し
た
。
二
日
後

に
は
安
芸
国
広
島
に
到
着
し
、
茂
承
は
本
陣
入

り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
紀
州
藩
勢
と
長
州
藩
勢

と
の
間
で
何
度
か
戦
闘
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
粂
輔
は
本
陣
の
屯
所
詰
の
御
警
衛
役
を
与

え
ら
れ
た
た
め
か
、
戦
闘
に
参
加
し
た
こ
と
は

「
記
録
」
に
は
み
え
ま
せ
ん
。

　
　

�

八
月
晦
日
、
こ
の
た
び
御
所
か
ら
し
ば
ら

く
の
間
兵
事
見
合
わ
せ
の
命
が
下
さ
れ

た
。
公
儀
へ
申
し
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
明
後
日
二
日
に
船
に
乗
り
込
み
一
旦

大
坂
に
入
ら
れ
る
旨
を
仰
せ
ら
れ
た
。

　
　

�

六
日
八
つ
時
半
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
御
機
嫌

よ
く
幸
橋
御
屋
敷
に
御
着
座
な
さ
れ
た
。

　

八
月
の
終
わ
り
、
朝
廷
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
、
長
州
藩
と
の
戦
闘
を
中
止
す
べ
き
こ
と
が

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
前
月
、
将
軍
家
茂
の

病
死
を
受
け
て
、
幕
府
は
朝
廷
か
ら
休
兵
の
勅

諚
を
得
ま
し
た
。
朝
廷
の
命
を
伝
え
ら
れ
た
茂

承
は
、
す
ぐ
に
陣
を
引
き
上
げ
て
船
で
大
坂
に

戻
り
ま
す
。
例
に
よ
っ
て
粂
輔
も
付
き
従
っ
て

大
坂
に
戻
り
、
引
き
続
き
茂
承
の
御
座
所
庭
や

御
座
敷
の
御
警
衛
を
務
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、大
政
奉
還
に
よ
る「
京
地
動
揺
」、鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
で
「
上
方
辺
致ど

う
よ
う
い
た
し

動
揺
」
と
い

っ
た
状
況
の
な
か
、
粂
輔
は
茂
承
の
御
供
の
ほ

か
、
砲
隊
分
隊
長
と
し
て
和
歌
山
城
下
の
守
衛

に
従
事
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
明
治
二

年
の
砲
隊
廃
止
の
記
事
を
最
後
に
、
「
記
録
」

の
記
述
は
終
わ
り
ま
す
。

■
「
記
録
」
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

　
以
上
、
長
州
征
討
の
時
期
に
お
け
る
落
合
粂

輔
の
動
向
を
み
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
政
変
や

戦
争
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
し
世
上
を
騒
が
せ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

「
記
録
」
に
は
粂
輔
の
経
歴
や
、
職
務
上
関
係

の
あ
る
出
来
事
の
み
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
務
の
手
当
金
の
額
や
、
労
い
と
し
て
下

賜
さ
れ
た
酒
肴
、
弁
当
、
果
物
、
菓
子
な
ど
の

こ
と
も
こ
ま
め
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
第
二
次
長
州
征
討
時
に
お
け
る
、
大
坂
滞

陣
中
か
ら
広
島
出
陣
中
の
約
一
年
の
間
、
粂
輔

は
計
五
十
両
近
く
の
手
当
金
を
賜
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
本
資
料
は
、
些
少
な
が
ら
幕
末
に
お
け
る
紀

州
藩
の
動
向
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
『
南
紀
徳
川
史
』
な
ど
紀
州
藩
の
主
要

資
料
を
補
足
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

落
合
粂
輔
の
よ
う
な
、
幕
末
に
お
け
る
紀
州
藩

御
供
番
の
動
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

（
西
山　
史
朗
）

参
考
文
献

　
『
和
歌
山
県
史　
近
世
』

（
和
歌
山
県
、
一
九
九
〇
）

　
『
和
歌
山
県
史　
近
現
代
１
』

（
和
歌
山
県
、
一
九
八
九
）

写真　元治２年５月25日条
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■
文
書
館
の
職
場
体
験
学
習

　
「
文
書
館
は
、
昔
の
人
の
気
持
ち
や
そ
の
と

き
に
起
こ
っ
た
事
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
す
ご
い
場
所
な
ん
だ
な
」

　
こ
れ
は
、
当
館
の
職
場
体
験
学
習
に
参
加
し

た
中
学
生
が
記
し
た
文
章
で
す
。
当
館
で
は
、

『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』
第
六
五
号
・

第
六
七
号
で
紹
介
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」
や
中
学

生
・
高
校
生
向
け
の
出
前
授
業
・
職
場
体
験
学

習
等
の
学
校
と
の
教
育
連
携
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
度
の
職
場
体
験
学
習
は
、
和

歌
山
市
立
紀
伊
中
学
校
二
年
生
の
三
名
を
三
日

間
、
和
歌
山
県
立
桐
蔭
中
学
校
三
年
生
の
三
名

を
四
日
間
、
受
け
入
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、

古
文
書
の
取
り
扱
い
方
や
公
文
書
の
整
理
、
パ

ネ
ル
展
示
（
写
真
１
）
・
ケ
ー
ス
展
示
（
写
真

２
）
の
準
備
等
を
体
験
し
ま
し
た
。
展
示
の
準

備
で
は
、
古
文
書
の
撮
影
や
解
説
文
の
作
成
、

翻
刻
の
入
力
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
パ

ネ
ル
展
示
・
ケ
ー
ス
展
示
「
紀
州
和
歌
山
の
本

屋
さ
ん
！
坂
本
屋
喜
一
郎
家
文
書
」
と
題
し

て
、
当
館
で
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で

は
、
幕
末
の
和
歌
山
で
書
店
を
営
む
坂
本
屋
喜

一
郎
が
、
買
い
物
ガ
イ
ド
を
出
版
し
よ
う
と
し

た
際
、
紀
州
藩
に
三
度
、
出
版
願
を
提
出
し
ま

す
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
顛
末
を
、
当
館
が
所

蔵
す
る
出
版
願
の
控
え
や
買
い
物
ガ
イ
ド
の
見

本
等
を
含
む
「
坂
本
屋
喜
一
郎
家
文
書
」
か
ら

解
説
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
展
示
内
容
は
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
生
徒
た
ち
は
、当
館
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の

資
料
を
扱
い
、関
連
す
る
参
考
文
献
を
読
み
、当

館
職
員
に
質
問
し
な
が
ら
、展
示
を
つ
く
り
ま
し

た
。今
回
は
、職
場
体
験
学
習
で
の
展
示
作
成
に

つ
い
て
紹
介
し
、歴
史
教
育
に
お
け
る
歴
史
を
語

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
中
学
生
が
つ
く
る
展
示

　
パ
ネ
ル
展
示
と
ケ
ー
ス
展
示
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。
パ
ネ
ル
展
示
は
、
古

文
書
の
原
本
を
展
示
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
等

を
用
い
て
、
多
く
の
資
料
を
解
説
で
き
ま
す
。

ケ
ー
ス
展
示
は
、
古
文
書
の
原
本
を
展
示
で
き

る
一
方
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
多
く
の
資
料

や
解
説
を
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
職
場
体
験

学
習
で
は
、
四
日
間
参
加
し
た
桐
蔭
中
学
校
生

が
パ
ネ
ル
展
示
、
三
日
間
参
加
し
た
紀
伊
中
学

校
生
が
ケ
ー
ス
展
示
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

展
示
で
扱
う
資
料
は
、
当
館
が
刊
行
し
た

『
古
文
書
徹
底
解
釈
』
で
詳
し
い
解
説
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
坂
本
屋
喜
一
郎
家
文
書
」
に
決

定
し
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
一
人
一
人
が
担
当
す

る
資
料
を
選
び
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

展
示
の
作
成
は
初
め
て
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
古

文
書
の
取
り
扱
い
方
や
展
示
資
料
に
ま
つ
わ
る

基
本
的
事
項
に
つ
い
て
当
館
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
取
り
扱
う
資
料
と
学

校
で
学
ぶ
歴
史
の
関
連
に
つ
い
て
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
の
「
授
業
で
使
え
る
和
歌

山
の
資
料
」
の
「
江
戸
時
代
の
出
版
統
制
」
シ

ー
ト
を
用
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
参
考
文
献
を
読
ん
だ

り
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
当
館
職
員
に
質
問

し
た
り
し
て
、
解
説
の
内
容
を
考
え
て
い
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
買
い
物
ガ
イ
ド
の
見
本
に
記

さ
れ
て
い
る
店
で
「
御
鳥
所
」
（
写
真
４
赤

枠
）
と
は
何
か
、
と
の
質
問
を
す
る
と
、
当
館

写真１　パネル展示

写真２　ケース展示

写真３　展示を作成する生徒

写真４　「和歌山買物独案内（見本）」
当館所蔵　『県立図書館移管資料』9231- ４　※生徒撮影

写真５　「乍恐奉願上候口上（本の出板許可願いにつき）」
当館所蔵　『県立図書館移管資料』9231- ３　※生徒撮影

文
書
館
の
職
場
体
験
学
習
で
の
取
組

文
書
館
の
職
場
体
験
学
習
で
の
取
組
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職
員
か
ら
関
連
す
る
文
献
を
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

を
も
と
に
解
説
の
内
容
を
考
え
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
中
学
生
が
作
成
し
た
展
示
に
は
、

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
地
名

な
ど
を
多
く
取
り
上
げ
、
自
ら
と
の
身
近
さ
を

意
識
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
坂
本
屋

が
あ
っ
た
中
野
島
村
（
現
和
歌
山
市
中
之
島
）

や
駿
河
町
（
現
和
歌
山
市
駿
河
町
）
な
ど
を
解

説
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
館
職

員
が
提
示
し
た
江
戸
時
代
の
和
歌
山
の
古
地
図

を
も
と
に
、
東
御
番
所
（
写
真
５
赤
枠
）
が
あ

っ
た
場
所
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
現
在
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
住
所
が
和
歌
山
市

元
町
奉
行
丁
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
は
調
べ

て
、
自
ら
の
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
所
と
古
文

書
に
表
れ
る
歴
史
と
の
つ
な
が
り
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
城
下
町
和
歌
山
の
繁
栄
に
加
え
て
学

校
で
学
ん
だ
江
戸
時
代
の
出
版
統
制
と
い
う
負

の
側
面
も
記
述
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

和
歌
山
の
買
い
物
ガ
イ
ド
の
出
版
許
可
が
下
り

な
か
っ
た
理
由
は
、
根
拠
を
示
す
資
料
が
な
い

の
で
展
示
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
あ
る
生
徒
は
「
飢
饉
な
ど
で
農
民

は
苦
し
み
、
幕
府
も
改
革
に
追
わ
れ
て
い
る
な

か
、
商
人
た
ち
が
利
益
を
上
げ
る
と
、
後
に

権
力
を
持
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
っ
た
か

ら
。
」
と
自
ら
が
学
校
で
学
ん
だ
歴
史
と
資
料

の
内
容
を
関
連
付
け
て
考
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
も「
時
は
幕
末
。城
下
町
和
歌
山
で
坂
本

屋
喜一郎
と
い
う
者
が
書
物
屋（
書
店
）を
営
ん
で

い
ま
し
た
。」と
い
っ
た
軽
快
な
語
り
口
調
や
生

徒
自
ら
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、展
示
を
見
る
人

が
楽
し
め
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

■
歴
史
を
語
る

　
生
徒
た
ち
は
、
専
門
的
な
訓
練
を
積
ん
だ
学

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
展
示
の
作
成
を
通
じ

て
歴
史
を
語
り
ま
し
た
。

　
歴
史
に
触
れ
、
歴
史
を
語
る
こ
と
は
、
歴
史

ド
ラ
マ
や
歴
史
ゲ
ー
ム
、
史
跡
巡
り
、
家
族
の

ル
ー
ツ
探
し
等
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
日
常
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
も
毎
年
、
歴
史
講
座

を
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者
と
と
も
に
歴
史
を

語
り
合
う
場
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
今
年
度
の
歴
史
講
座
「
幻
の
『
前
史
』
を

含
む
野
上
鉄
道
史
」
で
は
、
当
館
職
員
が
所
蔵

資
料
を
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
い
て
解
説
し
ま

し
た
が
、
参
加
者
に
は
野
上
電
鉄
を
利
用
さ
れ

て
い
た
方
も
お
り
、
参
加
者
が
持
参
し
た
野
上

電
鉄
の
切
符
を
見
せ
た
り
、
乗
車
し
て
い
た
と

き
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
と
盛
会
に
な
り

ま
し
た
。
地
元
の
方
だ
か
ら
こ
そ
の
歴
史
、
当

館
職
員
だ
か
ら
こ
そ
の
歴
史
、
そ
こ
で
生
ま
れ

る
対
話
は
、
ま
さ
し
く
多
様
な
人
々
が
歴
史
を

語
る
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

話
題
を
学
校
に
移
し
ま
す
と
、こ
ど
も
た
ち

は
授
業
で
歴
史
に
触
れ
ま
す
。現
在
、歴
史
教
育

は
、大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。高
等
学

校
地
理
歴
史
科
で
は
令
和
四
年（
二
〇
二
二
）度

か
ら「
歴
史
総
合
」、「
日
本
史
探
究
」、「
世
界

史
探
究
」の
科
目
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
科
目
で
は
、生
徒
が
自
ら
問
い
を
立
て
、資
料

に
基
づ
い
て
探
究
し
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。中
学
校
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
で

も
、課
題
を
設
け
て
追
究
し
た
り
、意
見
交
換
し

た
り
す
る
な
ど
の
学
習
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
教
育
は
、暗
記
中
心
か
ら
探
究

活
動
中
心
へ
、言
い
換
え
れ
ば
こ
ど
も
た
ち
自
身

が
歴
史
を
語
る
学
習
へ
と
大
き
く
見
直
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
毎
年
「
な

つ
や
す
み
の
美
術
館
」
と
題
し
て
、
学
校
教
育

と
連
携
し
て
鑑
賞
時
に
活
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
、
展
覧
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
夏
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
美
術
の
歴
史
と
歴
史
の
美
術
」
展
で
は
、

近
代
史
の
側
面
を
美
術
の
関
わ
り
か
ら
取
り
上

げ
、
歴
史
を
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
を

観
察
し
、
当
時
を
生
き
た
人
た
ち
の
立
場
や
気

持
ち
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
と
過
去
の
歴
史
が
地
続
き
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
使
用
さ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、
「
あ
な
た
が
一

番
、
『
歴
史
と
つ
な
が
っ
て
い
る
』
と
思
っ
た

作
品
は
ど
れ
だ
っ
た
？
右
の
わ
く
の
な
か
に
書

い
て
お
こ
う
。
ま
た
、
そ
う
思
う
理
由
も
、
書

い
て
お
こ
う
。
」
、
「
作
者
の
名
前
や
タ
イ
ト

ル
か
絵
で
あ
ら
わ
そ
う
」
と
問
い
か
け
、
鑑
賞

者
の
語
り
を
重
視
し
、
作
品
・
鑑
賞
者
・
そ
こ

に
関
わ
る
人
同
士
の
対
話
が
生
み
出
さ
れ
る
場

が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
近
隣
の
学

校
の
夏
期
休
暇
の
課
題
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
自
身
が
歴
史
を
語
る

こ
と
、
そ
し
て
多
様
な
人
々
と
歴
史
を
語
り
合

う
こ
と
は
、
多
く
の
場
所
で
目
指
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
歴
史
を
語
る

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
で
あ
っ
て
も
語
っ

て
良
い
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
歴
史
の
語
り

手
は
、
注
意
深
く
、
真
摯
に
歴
史
に
向
き
合
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
自
ら
の
主
張
に
都
合
の
良

い
資
料
だ
け
を
集
め
て
解
釈
す
る
の
で
は
な

く
、
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
何
か
、
と
考
え

続
け
る
べ
き
で
す
。
そ
の
際
に
、
古
文
書
や
公

文
書
等
を
収
集
・
保
存
・
整
理
・
活
用
し
、
資

料
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
職
員
が

在
籍
す
る
文
書
館
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

資
料
と
向
き
合
い
、
こ
ど
も
た
ち
と
は
立
場
の

異
な
る
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
者
と
の
協

働
・
対
話
を
通
じ
て
、
一
人
で
は
気
付
く
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
考
え
に
触
れ
、
歴
史
の
語
り

を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
回
の
職
場
体
験
学
習
で
生
徒
た
ち
は
、
当

館
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の
資
料
と
向
き
合
う

こ
と
で
過
去
に
生
き
た
人
々
・
起
き
た
出
来
事

に
触
れ
、
当
館
職
員
と
い
う
立
場
の
異
な
る
他

者
と
協
働
・
対
話
す
る
こ
と
で
専
門
的
な
知
見

を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
展
示
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
寺
前　
駿
）

参
考
文
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青
木
加
苗
「
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歴
史
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ラ
テ
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史
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と
は
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」
（
星
瑞
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史
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第
１
回 　
令
和
七
年
十一月
二
十
二
日（
土
）

旧
武
田
家
家
臣
小
出
家
の
由
緒
と
歴
史

講
師
：
西
山
史
朗
副
主
査 

 

第
２
回 　
令
和
七
年
十一月
二
十
九
日（
土
）

幻
の
「
前
史
」
を
含
む
野
上
鉄
道
史

―
令
和
六
年
度
寄
贈
古
文
書
か
ら
―

講
師
：
藤
隆
宏
文
書
課
長

　
令
和
七
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
全
二
回
で
延

べ
七
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
は
、
戦
国
時
代
に
は
武
田
家
家
臣
と

し
て
合
戦
に
も
参
加
し
、
江
戸
時
代
に
は
紀
州

藩
付
家
老
安
藤
家
家
臣
と
し
て
和
歌
山
や
田
辺

で
職
務
に
携
わ
っ
た
小
出
家
の
来
歴
を
、
武
田

信
玄
発
給
の
感
状
や
江
戸
時
代
の
書
状
、
明
治

時
代
の
文
書
調
査
の
書
類
な
ど
（
『
小
出
家
文

書
』
）
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　
第
二
回
は
、
か
つ
て
海
南
・
野
上
（
現
紀
美

野
町
）
間
を
走
っ
た
野
上
電
鉄
を
め
ぐ
る
歴
史

を
、
戦
後
す
ぐ
か
ら
営
業
終
了
の
日
ま
で
撮
影

さ
れ
た
鉄
道
写
真
（
『
和
田
康
之
鉄
道
写
真

資
料
』
）
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
に
発
見
し
た

野
上
電
鉄
開
業
以

前
の
幻
の
前
史
資

料
（
『
園
部
家
文

書
』
）
を
紹
介
し

ま
し
た
。
詳
し
い

内
容
は
本
号
一
～

三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
当
館
で
は
、
令
和
五
年
度
の
開
館
三
十
周
年

を
機
に
『
古
文
書
・
公
文
書
等
の
収
集
・
保

存
・
整
理
・
活
用
―
和
歌
山
県
立
文
書
館
の
業

務
―
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
時
ま
と
め
た

過
去
の
業
績
を
も
と
に
、
前
年
度
の
業
務
実
績

や
取
組
の
記
録
を
「
年
報
」
と
し
、
こ
れ
ま
で

発
行
し
て
き
た
『
紀
要
』
を
改
め
「
研
究
報

告
」
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
『
年
報
・
研
究
報

告
』
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
度
は
、
三
本
の
研
究
報
告
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

・
寺
前
駿

　
「�
公
文
書
館
等
が
提
供
す
る
授
業
用
教
材

の
効
果
的
な
活
用
に
向
け
て
―『
授
業
で

使
え
る
和
歌
山
の
資
料
』を
中
心
に
―
」

・
藤
隆
宏

　
「�

令
和
六
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状

況
調
査
に
つ
い
て
―
海
南
市
―
」

・
藤
隆
宏

　
「�

和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災
害
対
策
連

絡
会
議（
和
博
連
）設
立
後一〇
年
の
歩
み
」

　

館
内
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文
。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
排
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は
合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

間
時
館
開

 

　
◆

　

　
　
　
　

前
午

10

　
◆

日
休
替
振
び
及
日
祝
・
日
曜
日
・
土

　

　
　
　
　

前
午

10

日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

　
　
　
　

）
日
平
の
後
の
そ

は
き

◆

始
年
末
年

　

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

日
４
月
１
・

）
日
５

は
き
と
の
日
曜
月
（

12
月 

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ
、

、

、

は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

間
期
理
整
別
特
・

　

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

　

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

　
第

号

和
令

８
年
３

31
月

日　
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